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　あけましておめでとうございます。皆様方におかれま
しては、新春を晴々しい気持ちでお迎えのこととお慶び
申し上げます。昨年中は、国指定史跡胆沢城跡指定100
周年記念事業にご支援を賜り感謝申し上げます。
　記念事業は昭和48年に始まった胆沢城跡発掘調査
50年の集大成でもあり、鎮守府胆沢城の辺境支配の一
端を紹介できたのではないかと思います。
　特に、昭和51年に外郭南門前面の大溝から出土して
いた『宇曹』墨書硯（第1図）の解明は、衝撃でした。胆沢
城の象徴である外郭南門を蝦夷が警備していたとは、こ
れまでだれも考えもしなかったことです。『宇曹』は「宇漢米公」の「曹司」の略記で、宇漢米公が詰める役所のことで
す。第２図の外郭南門前面西側の西建物と考えられます。東側にも『宇曹』と対となる東建物があり、爾散南公が詰
めた『爾曹』ではないかとも考えられます。宇漢米公と爾散南公は律令国家側に組した陸奥国の有力蝦夷で、蝦夷の
入朝が禁止されている延暦11年（792）、爾散南公阿波蘇と宇漢米公隠賀が朝堂院でもてなされ爵一等を授けられ
ました。承和3年(836)には逆類に従わなかったことを理由に、宇漢米公何毛伊と爾散南公志礼初に外従五位下が
授けられます。

所　長　

▲「宇曹」墨書硯(第1図)

▲外郭南門宇曹・爾曹配置想定図(第2図)

　陸奥出羽の辺境政策は、延暦24年（805）の徳政相論
により大規模な軍事力の行使が出来なくなります。弘仁
6年(815)には、徳丹城への鎮兵派遣が停止されます。そ
の徳丹城も9世紀中頃までに廃絶、鎮守府胆沢城一極体
制へ移行します。
　この辺境を取り巻く変化のなか鎮守府胆沢城がとった
辺境支配は、有力蝦夷を積極的に取り込む「夷をもって夷
を制す」政策で、宇漢米公と爾散南公の登用はその象徴
だったと考えられます。
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―特別展の閉幕に寄せて――特別展の閉幕に寄せて―
出土遺物『宇曹』からみる胆沢城で登用された蝦夷出土遺物『宇曹』からみる胆沢城で登用された蝦夷出土遺物『宇曹』からみる胆沢城で登用された蝦夷
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　令和4年9月23日(金)から開催していた国指定史跡胆沢城跡

指定100周年記念特別展「鎮守府胆沢城と辺境」は12月4日(日)

に無事閉幕いたしました。この間、多くの皆さまにご来場いた

だきありがとうございました。
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▲かわらけ焼成窯(南から)

▲調査区全景(上が北)

　上舘遺跡は、国指定史跡胆沢城跡の北西側、奥州市水沢佐倉
河字八ツ口地内に位置する中世城館跡です。発掘調査は、令和4
年8月25日から11月19日まで行われました。
　調査区は、北側の郭が対象で、調査面積は約770㎡です。主な
遺構は、大規模な堀跡1条、12世紀後半のかわらけ焼成窯跡1
基、中世後期の柱穴状ピット群（柱穴のような小穴）が90基以上と
墓跡1基が検出されました。

　堀跡は調査区の南側に位置し、3か所のトレンチを設定して
掘削を行いました。堀幅は広いトレンチで約9ｍ、深さは約1.4
～1.6ｍを測ります。この堀跡の埋土は、大別して2層に分層し、
上層は16世紀以降の整地層、下層は12世紀後半以降の埋土
と推察されます。下層からは、12世紀後半を中心としたロクロ
かわらけ、てづくねかわらけ、貿易陶磁器（青磁・白磁・青白
磁）、国産陶器（渥美・常滑製品など）、木製品（木碗片など）が
出土しています。

（専門調査員　遠藤 栄一）

　かわらけ焼成窯は、堀跡の北側に位置し、不整形で幅1.1×9
ｍ、深さ0.2ｍを測ります。埋土からは、てづくねかわらけや焼け
た粘土塊が出土しています。このようなかわらけ焼成窯は、国史
跡である白鳥舘遺跡からも検出されています。
　中世後期の遺構は、90基以上の柱穴状ピット群が検出され、
埋土からは、戦国時代に流通した中国銭（永楽通宝など）や、「青
花」と呼ばれる中国産染付磁器、瀬戸美濃産陶器など16世紀代
の遺物が出土しています。柱穴状ピット群は、同じ場所に集中し
て、掘りこまれており、大きな建物跡があった可能性があります。

令和4年度発掘調査上舘遺跡
か み だ て い せ き

　調査区内には、多くの撹乱（新しい時代に掘りこまれた場所）があり、埋土から板碑が出土しました。この板碑は元亨三
（1323）年の年号が刻まれ、鎌倉時代末期に造立されたことがわかります。板碑は鎌倉武士たちが、父母の追善供養あるいは
逆修（生前供養）を目的として造られることから、この場所が中世前期の霊域であったことが考えられます。
　上舘遺跡の性格は、12世紀後半のかわらけ・貿易陶磁などが集中して出土したことや、巨大な堀跡の存在から、調査区外
の南側に奥州藤原氏関連の居館などが存在していた可能性が十分に考えられます。鎮守府胆沢城は10世紀後半以降に廃
絶し、その後の様相は分かりません。12世紀後半には、藤原秀衡が鎮守府将軍に任官されており、居館を想像させる巨大な
堀跡とかわらけが、かつて鎮守府があった場所を意識しているかのように感じます。また、中世前期の板碑や中世後期の城館
跡であることから、この場所は中世を通じて長く利用された重要な場所であったと考えられます。

▲青白磁合子（12世紀後半）

堀跡
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　上舘遺跡の発
掘調査現地説明
会を開催いたしま
した。
　当日は天気がよ
く地域の方々を中
心に81人もの参
加がありました。
遺跡から発掘された陶磁器などの遺物やかわらけ焼成窯
の遺構など、ふだん直接見る事の少ない資料を見ていた
だくことができました。

　昨年度から追加
された体験メニュー
のひとつであるお守
りづくりを市内のデ
イサービスで行い
ました。
　台紙を切り取っ
て布を貼り、願いを込めた札を挟み、梅結びをしたヒモで留め
て作成しました。慣れない作業もありましたが、参加者のみな
さんがしっかりと丁寧に作り上げていました。

体験学習会

歴史公園ウォッチング
　　　&木の実のリースをつくろう
　当体験学習会は
今年で2回目で、公
園に植えられた植
栽を探索しながら
素材を集め、オリ
ジナルリースを作
成するものです。
　子供から大人まで18人の参加がありました。参加者から
は「実を自分で取って楽しく作れた」「もっと植栽の知識を深
めたい」といった感想をいただきました。

10/30(日)

発掘された文字が語る鎮守府胆沢城

自分だけの縄文アクセサリーをつくろう

(令和4年度事業9月～1月)  まいぶん  ト  まいぶん  ト  ス  ピ  ッ  ク  ク 

出前体験隊

発掘調査

9/15(木)

11/19(土) 体験学習会

　恒例の人気事
業である縄文アク
セサリーづくり体
験を実施しました。
　それぞれ自分が
好きな色を塗り、
思い思いに模様を
描いてブレスレッ
　

　トや首かざりを作ります。市内の児童を中心に数多くの参加
があり、子どもたちからは「また作りたい」「色々作れて楽し
かった」といった声をいただきました。

お守りづくり

1/7(日)

　国指定史跡胆沢城跡指定100周年記念特別展「鎮守
府胆沢城と辺境」に伴う記念講演会を奥州市文化会館に
て開催しました。講師には国立歴史民俗博物館名誉教授
である平川南先生をお招きしました。
　古代文字資料研究の第一人者で、長らく胆沢城跡の木
簡・漆紙文書の調査にもあたられた平川先生ならではの
視点から、出土文字資料からみえてくる鎮守府胆沢城の
実像についてお話を伺うことができました。また、講演の
後には会場からの質疑応答を行い、胆沢城やその時代に
関して多角的に知識を深めることができました。

記念講 演 会

発掘調査現地説明会 上舘遺跡

10/15(土)



私たち一般財団法人奥州市文化振興財団は、

を掲げ、取り組んでいます。

事業理念 として

〇感動を創り、感動を共有する歴史・文化・スポーツの活動
〇心豊かな子どもを未来に翔たかせる文化・スポーツの創造

はば
〒023-0003 岩手県奥州市水沢佐倉河字九蔵田96-1
TEL 0197-22-4400　FAX 0197-22-4600
URL　http://www.oshu-bunka.or.jp/maibun/
E-mail　maibun@oshu-bunka.or.jp
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（一財）奥州市文化振興財団

奥州市埋蔵文化財調査センター
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講座および体験学習会の日程・内容などは変更になる場合があります。詳細は、HP・チラシ・市広報などでお知らせします。

＝埋文センター事業のご案内＝

※詳しくは別途チラシをご覧いただくか、直接お問合せください。

むずかしいのは
イヤ～！イヤ～！

昔 のお しなは

◇体験メニュー ◇体験メニュー

常設展示のご案内

映像コーナー

2階展示室入り口

鬼瓦

人

3
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長編アニメーション アテルイ

1/19㊍9：00より申込み受付開始

2/20㊊9：00より申込み受付開始

13：00～15：30 

中林下遺跡(水沢)・長者ヶ
原廃寺跡(衣川)・白鳥舘遺
跡(前沢)・上舘遺跡(水沢)

●会 場／奥州市文化会館(Zホール) 展示室　
●参加料／無 料   ●定 員／100人

奥州市遺跡発掘調査報告会令和3年度奥州市遺跡発掘調査報告会令和4年度

●会 場／埋文センター研修室　
●参加料／無料　●定 員／30人

ま い ぶ ん 映 画 上 映 会

《上映時間93分》
13:30~15:05 (開場13：00)

会習学験体

●会 場／埋文センター研修室　
●対 象／小学5年生～一般

●参加料／400円（材料代・傷害保険料込）
●定 員／各回10人（全20人）

午前の部 10：00～12：00
午後の部 13：30～15：30

○

１/２５○ ９：００より申込み受付開始水

ねが　　　　　　  むす

まも

この形のお守りはいつから？
日本のお守りの歴史を知ろう。

縫
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ん
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